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6．　まとめ
　疲れ限度を示す場合と疲れ限度を示さない場合の機械
材料および転がり機械要素の寿命試験結果を統計分析し，
従来のS－N試験整理法に検討を加え，新しいP－S－NIS－Nカ
ーブ式および第4のパラメータとして疲れ限度を導入し
たワイブル分布関数を提案して詳細に検討を加えた．
　結果の要約は以下のようになる．
（1）新しいP－S－NIS－Nカーブのモデル化と物理現象なら
　びに両振りねじり疲労試験結果より，S－N試験は両対
　数紙上にプロヅトしないと表現できないこと，疲れ限
　度を示さない材料は線形で表現され，疲れ限度を示す
　材料は疲れ限度に漸近する曲線で表現されること
　がわかった．
（2）熱処理硬度の高い転がり機械要素用材料では疲れ限
　度を示さないが，熱処理硬度の低い構造用材料では疲
　れ限度を示すことがわかった．
（3）転がり機械要素の寿命式を応力の関数で考えたとき，
　P－S－Nカーブそのものになり，そのときのせん断応力
　振幅の指数，すなわち疲れ感度指数は両振りねじり疲
　労試験の場合とほぼ等しくなることを確かめた．
（4）P－F－Lカーブは，荷重寿命指数pと最小寿命γに対す
　る疲れ感度指tw　aがp＝aの場合には線形で任意の信
　頼度における寿命は，Llo線を平行移動した直線で表現
　されるが，その他の場合には非線形になる．
（5）最小寿命がある場合，γ＝0の2パラメータワイブル
　分布の確率密度関数を寿命値の増大する側に平行移
　動したものになり，ワイブル確率紙上でのプロヅトを
　　非線形化し，P－F－Lカーブを若干非線形化する．
（6）疲れ限度荷重Ffの存在は，尺度パラメータからFfに
　対応するパラメータηfを差し引いた分布関数になり，
　結果として4パラメータワイブル分布となる．その結
　果，確率密度関数の尺度を著しく変化させ，ワイブル
　確率紙上で分布関tw　F（L）を寿命値が増大する側に平行
　移動させ，両対数紙上でP－F－Lカーブを著しく非線形
　にする．また，疲れ限度荷重Ffは，　P－F－Lカーブから
　推定され，ワイブル解析からは推定されないため，寿
　命式に対するFfの導入は，転がり軸受の材料静浄度
　向上による定格荷重修正係数bmからの寿命延長効果
　との区別ができなくなる．
（7）転がり機械要素の寿命分布をワイブル確率紙と対数
　確率紙にプロヅトして2パラメータと3パラメータワ
　イブルおよび対数正規分布でそれぞれパラメータ推
　定し，ワイブルは対数確率紙に対数正規はワイブル確
　率紙に理論回帰線を描いて実験データに対する適合
　性を調べた結果，3パラメータワイブル分布が最も実
　験データに適合し，次いで対数正規分布，2パラメー
　タワイブル分布であり，2パラメータワイブル分布は
　分布の性格上きわめて問題があることがわかった．
（8）現時点では材料硬度がきわめて高い転がり機械要素
　の寿命分布に対して最小寿命は存在しても，疲れ限度
　は存在しないといえそうである．
（9）信頼度係数は，FICの関数で表現され，破損確率が零
　から全破損確率領域に渡って連続関数で与えられる．
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